
八ツ嶺養魚場ではイケスが基礎になる建築物を作るこ

とでその建築物がカバーとしての役割を果たし、カワ

サギなどの外敵から魚を守る役割を果たしていた

1700

Code
 「モレウの模様」

Feeling
「生き物のエネルギーが感じられる」

Trick2
「イケスの水が渦巻くような形態をしている」

下の渦巻きは分解されて

イケスの中にできる水の流れと一緒になる

ヤマメの稚魚＝パーマークと黒点の家具

ニジマス成魚＝直線を意識した平面

ヤマメの成魚＝パーマークの家具のみイワナの成魚＝全体的にシルバーの内装

イワナの稚魚＝白班の壁

ニジマス稚魚＝何もなし

ミユキマスの成魚＝紅色の内装

ミユキマスの稚魚＝何もなし

Feeling
「魚とより近くにいる感覚」

Code
「魚の環境エンリッチメントは淵の形」

Feeling
「地球には人とその他の生き物が共に生きている感覚」

「環境エンリッチメント」とは

生物がそれぞれ本来もつ特性を妨げられる事なく心地よく生活できるような環境を作り出す工夫のこと

川の淵の形の水の流れを実験した

建物 イケス（基礎）

淵
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②

渓流魚にとって居心地の良い場所

↓

Aa渓流型の淵の部分

Trick
「基礎の段差に合わせた床高になっていて、

階段が多い」

Code
「段差によって水に酸素を取り込む」

Feeling
「水の流れと地形の一体感を感じる」

Feeling
「魚は成長の段階に必要な環境があり、それを大切にする感覚」

Trick1
「上のイケスは小さくし、

下のイケスは大きくする」

Code
「稚魚は綺麗な水が流れる上のイケス

成魚は下のイケスで育てる」

Trick2
下のイケスで育てている魚

の特徴を上の建物に表す

Trick　
建物の中心部がちょうど「生き物の通り道」の真上になっている

Code
「生き物の通り道」

Feeling　
他の生き物の生活圏を借りる感覚

Trick
　「水が張っていないイケスがある」

Code
「イケスの床は剥き出しの岩盤になっている」

Feeling
自然物から受ける恩恵

Code06　魚の環境エンリッチメントは淵の形

が紐付いている

Trick
「イケスと床をずらす」

Code
「伏流水と森の養分」

Feeling　　生命の循環を感じる
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「環境コードメソッド」

Observation
（観察）する

⓪

①

Code＝養魚場には酸素を取り込む仕組みが必要

捉え方に影響を及ぼす

Feeling（感じる）

養魚場は魚のことを考えて

設計されているんだ！

Message( メッセージ )を見つける

場所の読み解き手法

それぞれの場所には伝えたいメッセージがある。その場所が建築なのであれば、メッセージ

は設計者側が利用者に伝えたい事になる。それを読み解くために、様々な情報を獲得し、理

解していく体験がその場所の価値を高めていく。場所に隠された情報を獲得し理解する過程

を手助けする手法が「環境コードメソッド」だ。　

Code（情報）を含んだ場所がある

段差が多いという Trick（仕掛け）がある

Code

意味：その場所に隠されたメタな情報

②

③②を集積することで

仕組みをフォーマット化した図

Trick

Code

Feeling

施設を設計するに当たって

用いた手法

「環境コードメソッド」 施設に隠されたCode 一覧

その形をイケ

ス全体に反映

①水が入ってくる方向の先に曲線の壁があって、

左右方向の水が入ってきた側に、水が出ていく側が

あると、アルファ型の流れのあるイケスになる。

②水が入ってくる方向の先に、出ていく方があると

対流はできるけれど、ほとんどの水がそのまま流れて

いってしまっている。

流れていく物を魚に置き換えると 見ている側としては

上の方が一つの流れにそって

泳いでいて、わかりやすい

6. これを設計に取り入れる

伝えたいメッセージ「生き物への感謝」

１.Message を設定する 2.Message を具体的に分解する
３. 分解したメッセージを伝えるためには

利用者にどんな Feeling を及ぼすべきか考える
4. その Feeling を促すCode を獲得する 5. その Code が見つけられるようなTrick を考える

「川魚」「川に生息する植物・動物」「川虫」への感謝

Code
「イケスが基礎　建築はカバー」

カバー：釣り用語で水面に覆い被さる物を表す

Trick
「軒の高さを 1700 と低めにして

目線を基礎の方向へ誘導する」

Feeling
「人と魚の住処が影響を及ぼしあっている感じる」

Trick
「ほとんどのエリアが畳が引いてあり

靴を脱いで歩くようになっている」

Code
「畳には断熱効果の他に湿気を

逃しやすい性質がある」

Trick
「鉄骨柱が特徴的な形をしている

そして柱が直に見られるようになっている」

Trick
イケスの形が淵を生み出す形になっていてさら

にその上の建築床部分も同じ形になっている

剥き出しの岩盤になっていることで

断面方向にも淵の形を作ることができる

また、洪水の際に魚が石を食べるという

本能も発揮できる

北研究室

212003　岩﨑愛葉

モレウの模様：北海道のアイヌ民族が使っている模様で渦巻き模様はエネルギーを表している

木の葉がイケスの中に落ち、そこから養分が染み出し、

魚の餌になる水中昆虫や植物が発生する

基 礎 か ら 考 え る イ ヲ
ノ ス ケ ー プ

～養魚場のコードを読み解き、魚沼に環境教育施設として構築する～

私たちは、場所が伝えようとしているMessage を理解できているだろうか？

立面図　1/100

いけすの際にはわさびが生える
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ニジマスの成魚


